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・エクセルシートは Wee2012 版の出力データーを利用して壁基準耐力、壁の接合部低減係

数、および壁長を再入力して偏心率（Re）を算定し、各階の床面積を考慮した必要耐力の

算出法【精算法】で診断を行う診断補助エクセルシートです。 
入力は黄色で塗られているシート部分となります。 
 
入力項目 
1. 建物概要 
2. 各通り符号と各通り間のスパン 
3. 1,2 階を平面ブロック分割したときの各ブロック長さと各ブロックの左下位置 
4. 通り番号と壁ナンバー、基準耐力、接合部低減係数、壁長さ 
以上です。 
各通り間のスパンを入力するので実情にあった耐力壁間と壁長で計算は可能となります。 
面積も実情に合った面積で算定可能となります。 
 
1. 建物概要の入力 

1）建物概要を Wee 出力から入力します。 

 
・WEE で出力された項目を入力します。 
・④建物仕様 2：木造 2 階建てで使用してください。 
・⑧積雪深さは積雪深さを入力します。 
・⑨基礎仕様は 1. 基礎Ⅰ 2. 基礎Ⅱ 3. 基礎Ⅲ となります。(数値入力) 
・⑩床仕様は 1.Ⅰ合板 2.Ⅱ火打ち+荒板 3.Ⅲ火打ちなし となります。(数値入力) 
・⑫接合部仕様 1.Ⅰ平成 12 年・・・ 2.Ⅱ羽子板ボルト・・・、3.Ⅲほぞ差し・・・ 

4.Ⅳほぞ差し・・・となります。(数値入力) 
・⑬床面積 Wee 出力面積ではなく、実情的な面積で入力してください。 
・⑭劣化係数  Wee で出力された劣化係数を入力  



 
２）通りと各スパンの入力 
通り番号順に Wee より耐力壁線の通り符号と耐力壁間の各スパンを入力します。 

 
座標基点からの距離が計算されますので最終耐力壁線距離があっているかチェックし

てください。また、2 階部分の耐力壁線も考慮して通り符号を作成する。 
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2. 重心の算定 
平面を各ブロックに分割したときのブロックの各長さとブロックの左下の座標基点からの

距離を入力します。 
 

 
・各ブロックの寸法図は下記に示す。 
 

 



・各ブロックの座標位置は下記にしめす。 
1 階 A11 ブロックの左下座標は(0、0)で座標基点となる。Ａ12 ブロックの左下座標は(0、
1.365)である。2 階 A21 ブロックの左下座標も(0、1.365)である場合 

 



3. 剛心の算定 
・Wee の 5.壁の耐力の算出より領域、通り番号、壁Ｎｏ、Ｆｗ、sＫj、Ｌを入力する。 
通り符号は２）通りと各スパンの入力で入力した番号を入力。Ｘ方向は Y 軸の 1～35、
Ｙ方向は X 軸の 100～135 の通り番号を入力します。 

  

 

注意事項  Skj の(1.000)は－1.000 と負入力、(0.000)は－0.0001 と負入力してください。 
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・Wee の領域での壁符号と通り符号を一致させてください。 
・偏心率はＹ方向も入力しなければ算定されません。 
・入力時にＱｕの合計が Wee のＱｕと一致していることを確認、ただし、入力時に Wee と

違った基準耐力、接合部低減係数、部材長を入力している場合は違ってきますので備考欄に

そのことを記述する。 

 

同じく、Y 方向、および 2 階の XY 方向も入力します。 
 
入力は以上です。 
 
4. 偏心率の算定 
 
精算シートに偏心率と低減係数が自動で出力されます。 
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5. 上部構造評価点 
 
上部構造評価点も自動で算出されてきます。 

 
 
 
 
 
 
6. 印刷 

診断報告書の印刷はＥＸＣＥＬの印刷設定でブック全体を印刷としてください。 
ページが連番で出力されます。また、印刷日付も印刷されます。 
 

 


